




『オーレリア，あるいは夢と人生』Aurélia ou le Rêve et la Vie は，二回に
分けて「パリ評論」誌に発表された。第一部にあたる前半の十章は，同誌
の 1855 年 1 月 1 日号に掲載され，後半の六章は「第二部」と題されて，



















れわれに対して開かれるのである。」(I, i ; Gérard de Nerval, Œuvres























































ル・ド・ネルヴァルは，1841 年の 2 月 21 日もしくは 23 日の夜，最初の














































(I, vii ; III, pp. 711-2)
これは，作者のジェラール・ラブリュニーすなわちジェラール・ド・ネ
ルヴァルが，1841 年の 3 月 21 日の夜，再度精神錯乱の発作に見舞われ
て，当時モンマルトルの丘の頂きに近いトレネー通り 4 番地（現在のノル
ヴァン通り 22 番地）にあったエスプリ・ブランシュ博士の精神病院に収



























































































うことであった。（…）」(II, vi ; III, pp. 739)
パッシーの精神病院で描いた神秘的図像
ネルヴァルがパッシーのエミール・ブランシュ博士の精神病院に入院し




























































り，当初 2 と 3 の番号が振られたあとテクストが書き増されるにつれて，
順次 14 と 15，17 と 18（？），そして 25 と 26 という番号がつけられた
もので，一枚目の裏面に《続・病中記：シバの女王》と書かれている。内




















































































































るんだろう。」と，私は独り言を言った。（…）」(II, iv ; III, 734)
作者自身が言及しているように，ここには，最後の審判の訪れを告げる

































































『オーレリア』の第 2 部第 5 章では，この後，精神錯乱の発作が再発し
て，主人公はパッシーの精神病院に収容される。ネルヴァル自身は，精神























(II, ii : III, p. 728)



















































































































































った。ホザナ！地には平和，天には栄光あれ！」(II, vi ; III, p. 747)
*
このようにして，夢が開いてくれた，想像力の根源である闇の描写に始
まる作品『オーレリア』は，新しいイエルサレムの黙示によって結ばれる
のである。ネルヴァルは，この作品を，「私の嘗めてきた一連の試練を，
昔の人たちにとって地獄下りの思想を表す事柄にたとえるのであった。」
という言葉で総括している。確かに，この作品は地獄下りの物語の性格を
そなえている。さらに，これは，すべての女性を一身に具現した女神イシ
スによる救済の物語であり，夢や精神錯乱によって開かれた想像力の新し
い地平の物語でもある。しかし，以上のような概観を通して，私には，こ
の作品が，何よりも先ず，ネルヴァルが自らの 世界観を開陳した新しい
『世界史』あるいは『宇宙誌』への挑戦であるように思われる。換言すれ
ば，この作品はまさに，ネルヴァルの『創世記』に始まり，『ネルヴァル
への黙示』で結ばれる，ネルヴァルの『聖書』なのである。
21
ジェラール・ド・ネルヴァル『オーレリア』の聖書的構造
